
第

四

回

館

山

市

議

会

臨

時

会

会

議

録





昭
和
四
+
五
年
八
月
招
集

第

四

回

館

山

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

目

次

臼

時

場

所

出

席

議

貝

欠

席

員

議

出

席

説

明

員

出
席
事
務
局
職
員

議

事

日

程

開

会

出
席
説
明
員
の
報
告

議

案

の

配

付

会
議
録
署
名
目
貝
の
指
名

会

期

mu

決

定

提
案
理
由
の
説
明

四四四四五五
ム

ノ、-'-・J、-1... 
;， 七

(

一

)



ハ
一
一
)

言萎.

宏
一
の
よ
如
何

(
議
案
第
六
十
一
号
)

F、

議
案
の
内
容
説
明

九

質

疑

応

答

採

決

八戸

議

案

の

上

程

(

議

案

第

六

十

二

号

)

八

議
案
の
内
容
説
明

カ4

採

決

一
九

閉

会

。

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

。

'(伊

Lぞ匹
匂司，



，1<S.1 

第

四

回

館

山

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

昭

和

田

十

五

年

八

月

招

集

一
、
昭
和
四
十
五
年
八
月
二
十
四
日
(
月
曜
日
)
午
前
十
時

一
、
出
席
議
員

一
、
館
山
市
議
会
本
会
議
場

二
十
四
名

一
一
番

一
六
番

一
九
番

二
二
番

二
四
番 番

吉

田

商

売

治

邸

番

出島

田

五
番

藤

回

七
番

白

熊

盛

太

郎

九
番

幣

菊

井

五

十

嵐

島

野

茂

樹

郎

小

沢

恵

太

郎

田

中

石

蔵

益

治勇

0 
番

敏

博

一
五
番

昇

一
七
巻

二

O
番

二
三
番

禄

.&s 

二
五
番

二
番

四

番
ノ、

香
八
番

石伊石義黒ミ西石

井賀辺Jil 村井

‘~ 

輝

久

多

朗簿正

真

次正

江

田

徳

太

郎

中飯

村回

省

吾

義

男

田

村

源

治

郎

......，、

一
、-./



二
七
番

二
九
番

て
欠
席
議
員

一
二
番

一
八
番

一
、
出
席
説
明
員

市収庶

鈴安

沢木
四

名西 二柴

安入
務

課

企

画

課

長

教

育

委

員

会

庶

務

課

長

一
、
出
席
事
務
局
職
員

事書書書

一
、
議
事
臼
程 務

局

徳i市主主

男

長役長長『
戸
い

き
ロ記記

j頗蔵/ 宝主本十回向伊

E楽
間木倉

さを

崎製藤辺古
日
間

二
八
番

0 
香

一
四
番

ニ
ム
ハ
番

哲澄
太

政滑恭絵

昭
和
叩
十
五
年
八
月
二
十
四
日
午
前
十
時
間
議

汐高兵渡木

望山遠

山
月

照

正

口

康

秋

山

六

三

郎

ヨ

ネ

子

議男虫5光弘雄

助華民

諜

害

財

課

政

教

育

長

教

育

委

員

会

学

校

教

育

課

長

事

務

局

長

補

佐

書書

役長長ロU
ω

言
ロ

戸
U

吾

-n

If?y 太長

谷

高士ロ
古
向錦)11 

山回

}II 

木回尾織上

伝

博

雄

広

治正

隆

夫豊

E事:

子

義

雄

/ 

(
四
)



日

程

第

議
案
第
六
十
一
号

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
簡
事
務
組
合
の
設
置
花
関
す
る
協
議

K
つ
い
て

臼

程

第

一
句
会
議
録
署
名
負
の
指
名

白

程

第

会

期

の

決

定

臼

程

第

四

議
案
第
六
十
二
号

館
山
市
立
小
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

開

会

午

前

十

時

五

十

五

分

開

議

。
議
長

〔
西
村
真
次
君
)

本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
四
一
名
、
と
れ
よ
り
第
四
国
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

出
席
説
明
員
の
報
告

。

(
西
村
真
次
君
)

長
、
島
田
山
助
役
、
高
木
収
入
没
、
太
田
課
長
、
伊
藤
課
長
、
長
谷
川
課
長
、
小
倉
課
長
、
高
木
教
育
長
、
汐
崎
課
長
、
吉
田
課
長
以
上
の
者

議
長

本
臨
時
会
の
議
案
審
議
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
出
席
要
求
に
対
し
、
本
間
市
H

が
出
席
す
る
旨
の
報
告
が
怒
り
4
・
仇
し
た
。

(

五

)



r、
にノ。

議

配

イ寸

案

の

(
六
)

議
長

〈
西
村
真
次
君
)
，
議
案
を
配
付
い
よ
凡
し
ま
す
。
議
案
の
配
付
漏
れ
は
あ

b
-
T
ぜ
ん
か

F
I
l
l
配
刊
濃
れ
念
し
と
認
め
を
す
わ

会
議
録
署
名
員
の
指
名

鳴
が
臣
女

(
西
村
兵
次
君
)

日
程
努
一
、
会
議
録
署
名
目
貝
の
決
定
を
行
投
い
ま
す
。

一
七
番
議
員
江
田
徳
太
郎
君
以
上
両
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

本
臨
時
会
の
会
議
録
署
名
員

r
一
五
参
議
員
石
井
正
君
、

あ
り
ま
せ
ん
か
。

。。

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
、
り
)

議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
決
定
い
た
し
ま
し
介
。

議
長

(
西
村
英
次
君
)

日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
を
行
於
い
ま
す
。

(
「
異
議
事
は
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

明?

窓
臨
時
会
mu

会
期
日
札
っ
き
議
会
運
営
協
議
会
の
意
見
は
京
日
一
日
と
い
う
と
と
で
ホ
り
全
す
。

会

期

の

決

定

訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
会
期
を
一
日
と
定
め
ま
す
こ
と

K
御
異
議
忠
hJ
交
ぜ
ん
か
。

，r! 

と
れ
に
御
異
議



。
議
長

(
西
村
肯
降
、
次
君
)

御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
会
期
は
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

本
日
の
議
事
は
な
手
も
と

K
配
付
の
日
程
表

K
よ
り
行
左
い
今
一
ム
9
0

提

案

理

由

の

説

明

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

と
れ
よ
し
り
本
臨
時
会
の
案
件
に
つ
き
市
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

本
間
市
長
。

。
市
長

市
長
三区

間
譲
君
登
壇

(
本
間

議
君
)

ど
あ
い
さ
つ
並
び
に
議
案
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

太
臼
は
暑
さ
き
び
し
い
中
を
急
拠
第
四
回
磁
器
市
議
会
を
招
集
し
恐
縮

K
存
ず
み
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。
京
日
、
御
審
議
わ
ず
ら
わ
し
ぎ

す
案
件
は
二
件
で
ど
ざ
い
さ
す
が
ぎ
ず
、

か
ね
て
よ
り
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
の
一
部
事
務
組
合
の
設
置
に
伴
う
協

議
w
h

つ
い
て
で
あ
り
交
す
o

ζ

れ
は
広
域
市
町
村
振
興
整
備
措
置
要
綱

K
基
づ
h

て
木
伍
七
月
十
六
日
づ
け
で
県
知
事
か
ら
安
房
郡
市
が
広

城
市
町
村
圏
と
し
て
指
定
を
受
け
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
廿
数
十
品
的
投
考
え
方
と
し
を
し
て
は
、
最
近
に
な
け
ゐ
わ
か
国
経
済
φ
発
震
に
伴
い
住
民
の
生
活
水
準
は
{
向
上
し
、
そ
の
生
情
態
様
は

都
市
化
し
つ
つ
あ

h
ま
す
が
、
地
方

r
h
u
い
て
は
と
の
よ
う
在
住
民
生
活
の
変
化
に
対
応
し
て
著

L
〈
立
ち
遅
れ
て
い
あ
公
共
施
設
等
の
整

融
情

J
T
は
か
る
と
い
う
よ
う
な
行
政
水
準
わ
向
上
安
は
か
る
と

tJI
萎
誇
ぎ
れ
て

h
u
b
宇
寸
。

二
刀
、
全
国
的
念
モ

i
タ
リ
!
ゼ
!
シ
ヨ
ン
の
普
及
を
け
じ
め
と
す
る
新
し
い
一
父
遇
、
通
信
一
手
段
の
発
展

K
伴
っ
て
住
民
の
生
活
毘
は
市

町
村
の
区
域
争
越
え
て
広
域
化
し
つ
つ
が
J
P
、
都
市
十
~
中
心
と
ー
で
周
辺
農
林
漁
業
地
域
J
N

一
体
と
し
た
日
常
生
活
圏
が
形
成
き
れ
つ
つ
あ

り
を
十
。

と
mu

よ
う
な
社
会
、
経
済
情
勢
の
変
貌
と
地
域
社
会
の
構
造
変
化
に
即
応
し
て
近
隣
市
町
村
が
住
民
の
生
活
環
境
の
整
備
を
効
率

(
七
)



ハ
八
』

的
に
行
念
い
、
隊
力
あ
る
豊
か
在
地
域
社
会
を
建
設
す
る
た
め

K
は
、
市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
総
合
的
念
広
域
行
政
を
計
爾
的

K
農
閉
す

る
必
要
が
あ
り
を
す
が
、
現
在
の
市
町
村
は
そ
mu
区
域

K
制
約
さ
れ
、
時
代
の
要
請
に
対
処
す
ゐ
に
十
分
で
あ
り
ま
ぜ
ん
。

と
の
よ
う
宏
事

懇
w
h
対
処
す
る
た
め

K
広
域
市
町
村
酉
を
設
定
し
、
市
町
村
の
共
同
処
理
方
式

K
よ
り
一道
路
、
消
防
、
救
急
、
医
療
、
諸
情
婦
、
教
育
、
文
化
、

社
会
福
祉
、
産
業
振
興
祭
の
施
設
の
整
備
及
び
事
務
の
処
理
を
広
域
的
か
つ
総
合
的
念
計
画
の
も
止
に
促
進
し
、
市
町
村
が
当
面
す
る
諸
問

題
の
解
決
を
は
か
り
、
合
わ
せ
て
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
及
び
過
疎
開
題
の
解
決
を
は
か
る
と
と
会
目
的
と
し
て

b
b
ま
す
。
以
上
の
よ
う

な
基
本
的
考
え
方
を
前
提
'
と
し
て
安
房
郡
市
市
町
村
圏
の
長
興
整
備
に
関
す
る
強
策
を
具
体
的
に
実
施
す
る

K
あ
た
っ
て
一
部
事
務
組
合
を

設
置
し
ょ
ラ
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
前
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
で
実
施
し
て
参
り
を
し
た
北
条
小
学
校
及
び
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
末
を
も
っ
て
完
成
い

，

え
し
全
す
の
で
、
館
山
市
立
小
学
校
設
置
条
例
及
び
館
山
市
立
幼
稚
園
設
置
条
例
中
、
北
条
小
学
校
及
び
北
条
幼
稚
園
の
位
置
を
変
更
し
工

う
と
い
う
も
の
で
+
の
り
ま
す
。
以
上
、
簡
単
念
説
明
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
き
・
暗
合
し
て
は
、
関
係
課
長
也
有
し
て
説
明
さ
せ
ま
す
の
で
‘

慎
重
念
一
る
御
・
審
議
を
た
を
わ
る
工
う
h
M

額
い
申
し
上
げ
ま
し
て
提
案
理
由
の
説
明
と
い
た
し
ま
す
。

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

市
長
の
説
明
を
終
り
宮
す
。

議

案

の

上

程

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

日
程
第
三
・
議
案
第
六
十
一
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

(
書
記
朗
読
)

議
案
第
六
十
一
号

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
盟
事
務
組
合
の
設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

和

4ゎ



司

議

案

の

内

容

説

明

。
企
画
課
長

(
伊
藤
幸
太
郎
君
)

地
方
自
治
法
の
規
定
陀
よ
り
ま
し
て
、
今
回
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
国
一
部
事
務
組
合
を
設
置
し
ょ

う
と
い
う
、
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
の
中
核
を
芳
し
ま
す
と
と
ろ
の
組
合
規
約
に
つ
き
き
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
条
の
目
的
で
ど
ざ
い
空
す
が
、
と
れ
は
と
ζ

に
一
善
い
て
ご
ざ
い
ま
す
と
な
り
、
広
域
市
町
村
閣
の
振
興
整
備

K
関
す
る
事
務

及
び
事
業
を
行
た
う
も
の
で
、

と
の
安
房
郡
市
の
均
衡
あ
J
Q
発
展
を
目
的
と
す
る
の
だ
と
い
う
目
的
の
条
項
で
ど
ざ
い
全
す
。

第
二
条
が
名
称
で
ご
ざ
い
‘
ま
し
て
、
組
合
名
称
は
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
総
合
と
い
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

第
三
条
が
構
成
市
町
村
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
館
山
市
、
富
潟
町
以
下
安
房
郡
市
全
市
町
村
を
構
成
と
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

共
同
処
理
す
る
事
務
と
い
た
し
ま
し
て
第
四
条
、

と
れ
は
市
町
村
圏
の
振
興
、
整
備
に
関
し
ま
す
計
画
の
策
定
と
そ
の
実
施
の
た
め
の
各

市
町
村
間
の
連
絡
、
調
整

K
関
し
空
す
こ
と
を
ま
ず
涼
一
の
共
同
処
理
事
務
と
い
た
し
き
ず
。
第
二
と
い
た
し
ま
し
て
、
と
の
計
画
の
策
定

K
織
り
込
主
れ
ま
し
た
事
業
の
実
施
に
関
す
る
と
と
、

と
の
点
に
つ
き
を
し
て
多
少
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
が
、

こ
れ
は
一
部
事
務
組
合
全

体
で
共
同
処
蔑
す
る
仕
事
、

そ
の
仕
事
を
早
晩
と
れ
は
決
定
さ
れ
プ
ハ
い
は
ず
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
共
同
処
理
す
る
事
務
と
、
そ
れ
か
ら
事

業
の
実
施
会
“
と
の
組
合
が
共
同
で
行
左
う
と
い
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
共
同
処
理
小
仕
事
が
決
定
次
第

K
と
の
具
体

的
念
事
業
も
織

b
込
む
予
定
で
ど
ざ
い
-
ま
す
の
で
御
了
承
い
た
た
き
た
い
と
思
い
ま
す
D

事
務
所
は
第
五
条
と
い
た
し
き
し
て
、

ζ

の
市
役
所
内

K
置
く
と
と
に
在
つ
て
な
h
y
、
ま
す
。

次

K
議
会
の
関
係
で
ど
ざ
い
吉
す
が
、
第
六
条
ζ

の
組
合

K
'組
合
竺
会
を
置
く
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
定
数
を
十
一
二
市
町
村
ど
ざ

い
主
す
の
で
、
各
二
名
ず
っ
と
い
た
し
き
し
て
定
数
を
二
十
六
名
と
い
た
し
た
い
。
議
員
の
関
係
ば
各
市
町
村
の
長
と
各
市
町
村
の
議
会
の

(
九
)



(

一

O
)

‘、'

議
長
J
T
も
っ
て
組
合
議
員
と
い
売
し
売
い
心
た
た
し
、
関
係
市
町
村
の
長
で
歩
る
者
が
管
理
者
あ
る
い
は
副
管
理
者
に
選
任
さ
れ
た
と
き
は
、

と
の
関
係
の
市
町
村
の
組
合
議
員
は
議
会

の
議
長
さ
ん
と
助
役
を
も
っ
て
組
合
議
員
と
す
る
と
い
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
第
三
田
房
は
た
だ

し
書
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
助
役
が
欠
け
て
な
タ
ま
す
場
合

K
は
、
と
の
市
町
村
長
が
指
定
す
る
批
判
長
を
組
合
議
員
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
ど
さ

い
ま
す

次
氏
、
第
七
条
議
員
の
任
期
で
ど
ざ
い
ま
す
が
‘

一樹
係
市
町
村
の
長
あ
る
い
は
助
件
、
に
あ
っ
て
は
、
長
昔
た
は
助
役
の
任
期
に
よ
る
ん
だ
い

そ
れ
か
ら
議
長
さ
ん
に
あ
っ
て
は
議
長
。
識
に
あ
る
期
尚
を
任
期
と
す
る
の
だ
と
い
う
わ
け
で
ど
ざ
い
全
す
じ
第
二
項
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
助
役
が
欠
け
て
い
る
も
の

ο指
定
さ
久
ま
し
た
組
合
議
員
の
珪
制
は
、
市
町
村
長
の
指
定
が
解
か
れ
る
ま
で
の
恥
向

と
す
ヲ
の
の
だ
と
い
う
わ
け
で
ど
ざ
い
き
す
。

第
三
章
執
行
機
関
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

第
八
粂
に
な
き
ま
し
て
、

こ
の
組
合
陀
管
理
者
そ
れ
か
ら
副
管
理
者
晃
u

収
入
役
を
置
く
ん
だ
。
そ

し
て
副
管
理
者
の
定
診
は
三
人
と
い
た
し
た
い
。
選
任
の
方
法
は
管
起
者
及
び
副
管
理
者
に
あ
っ
て
は
組
合
の
議
会
k

b

h
て
調
係
の
市
町

村
長
の
中
か
ら
と
れ
が
選
挙
さ
れ
る
。
収
入
設
に
つ
き
ま
し
で
は
、
管
理
者
が
組
合
の
議
会
の
同
意
を
待
て
闘
係
市
町
村
の
収
入
役
。
中
か

ら
選
任
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す

Q

次
氏
、
第
五
項
と
い
た
し
、
ま
し
て
、
'
組
合
片
山
吏
員
、

そ
の
他
の
減
員
つ
空

b
事
務
局
を
置
き
ま
し
て
、

ζ

の
職
員
は
h
q
還
者
が
任
免
す
る

と
と
に
な
っ
て
か
り
ま
す
、

次
に
、
管
理
者
手
の
任
期
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
第
九
条
に
か
き
ま
し
て
、
管
理
者
ま
た
は
副
管
理
者
、
収
入
役
む
任
期
は
二
年
だ
。
し
か

し
再
任
す
ぶ
と
と
が
あ
る
の
だ
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い

2
7
ο

第
二
項
は
と
と
に
'
菩
い
て
ど
ざ
い

』ま
す
と
》

b
、
管
理
ゐ一告
、
間
管
理
者
、
収
入
役
が
そ
れ
ぞ
れ
の
械
を
失
っ
た
と
告
に
は
当
然
と
の
職
を

失
う
め
だ
と
い
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

、鮮



次
代

、
監
査
委
員
の
叫
制
度
で
ど
ざ
い
ま
す
か
、第
十
条
で
奴
定
し
て
と
ざ
い
ま
す
が
、
監
査
委
員
二
人
を
置
く
ζ

と

κ在
つ
て
な

b
ま
す
。

監
査
委
員
は
管
理
者
が
組
合
議
会
じ
同
意
を
待
ま
し
て
組
合
議
員
の
早
か
ら
一
人
、
知
識
経
験
者
の
早
か
ら

一
人
を
送
出
す
る
ん
だ
。
第
三

項
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
監
査
委
員
の
任
瑚
を
う
た
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
c

次
に
、
第
四
章
経
費
の
負
担
等
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
第
十
一
条

K
P
き
を
し
て
活
費
mu

支
弁
方
法
を
う
た
っ
て
ど
ざ
い
ま
す
。
経
費
は
国

係
市
町
村
の
負
担
金
、
国
庫
支
出
金
、
呆
支
出
金
、
寄
付
金
等
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
ζ

と

K
左
っ
て

b
b
ま
す
。
た
だ
し
、
負

和
一
率
仁
つ
き
ま
し
て
は
、
φ

ち
ほ
ど
申
し
上
げ
三
す
別
表
で
と
れ
を
規
定
し
ア
ど
ざ
い
ま
す
。

第
三
演
に
》
き
を
し
て

、
特
別
の
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
hv
き
ま
し
て
は
、
と
の
負
制
一
割
合
を
組
合
議
会
の
議
決
を
佐

て
別

ω
負
担
方
法

に
よ
っ
て
市
町
村

K
分
賦
す
る
ζ

と
が
で
き
る
規
定
を
設
け
て
ど
ざ
い
ま
す
。

第
十
二
条
は
補
則
で
ご
ざ
い
ま
ナ
ν

さ
ら
に
附
則

K
参

b
ま
し
て
、
と
の
規
約
の
発
効
は
千
葉
県
知
事
の
許
可
の
あ

っ
た
日
か
ら
施
行
を

す
る
ん
だ
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

J
R
二
項
で

ζ

の
組
合
の
議
会
の
一
番
設
初
の
招
集
は
館
山
市
長
が
招
集
す
る
。

紘
一
二
訴
は
ζ

の
規
約

K
定
め
る
ほ
か
い
ろ
い
ろ
経
採
に
闘
し
ま
し
て
は
、
れ
十
一
次
に
一
疋
め
ゐ
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
年
度
は
年

度
途
中
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で

、
今
一
平
度
に
限

b
-ま
し
て
、

W
十
五
竿
凶
月
一
日
現
在
の
人
口
に
よ
る
人
口
割
を
考
え
て
ぷ

b
た
い
と
い
う
わ

け
で
ど
ざ
い
会
ナ
。

六
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
が

、
別
表
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
均
等
割
を
負
担
金
総
額
の
一
日
分
む
三
十
、
人
口
割
を
良
担
金
総
額
の
百
分

の
十
一
十
と
い
う
負
担
金
率
に
よ

b
さ
す
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
た
だ
し
人
口
剖
の
基
礎
は
前
の
年
の
八

A
一
日
現
在
の
泉
の
推
計
人
口
を

ー
搾
え
る
ん
だ
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
一
ま
す
。

以
上
が
規
約
の
大
高
官
で
ど
ざ
い
ま
す
か
、

d
A一世
t
々
ー
ま
で
に
次
の
市
町
村
園
事
務
組
合
の
組
級
機
構
図
が
ど
ざ
い
ま
す
が
、

一
応
ど
ら
ん
い

ハ
一一

)



〈

一

一

一

)

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
の
よ
う
な
機
構
に
よ

b
ま
し
亡
市
町
村
事
務
組
合
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
ど
ざ
い
ま

す
の
で
、

よ
ろ
し
〈
公
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質

疑

応

答

。
九
番

(
島
野
茂
樹
郎
君
)

全
員
協
議
会
の
と
き
に
必
開
き
し
て
訟
け
ば
よ
か
っ
た
ん
で
す
が
、

な
か
左
か
何
を
開
い
て
い
い
ん
だ

か
わ
か
ら
念
い
で
今
頃
に
な
っ
て
思
い
出
し
て
、

一
つ
は
自
治
省
の
通
達
と
い
う
の
を
私
読
ん
で
な

b
ま
せ
ん
の
で
よ
〈
わ
か
ら
な
い
ん
で

す
が
、
若
干
基
本
的
在
問
題
に
な
る
か
も
し
れ
ま
ぜ
ん
が
、
ヘ
。
聞
き
し
て
恥
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
省
は
一
体
た
ぜ
広
域
市
町
村
圏
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
、
そ
し
て
そ
れ
に
だ
け
こ
う
い
う
三
億
円
の
交
付
税
を
増
額
す
る
。
あ
る

い
は
補
助
金
を
増
額
を
す
る
。

そ
う
い
う
も
の
が
出
て
き
た
背
景
が
実
は
わ
か

b
ま
ぜ
ん
。

一
体
何
を
目
的

κし
て
い
る
の
か
。

い
ろ
い
ろ

説
明
を
聞
い
て
か

b
ま
す
と
、
た
と
え
ば
道
路
整
備
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
域
市
町
村
国
を
つ
く
っ
た
と
い
う
と
と

K
対
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
に
交
付
税
を
増
額
を
す
る
の
だ
。

ζ

う
い
う
説
明
で
あ

b
ま
す
υ

な
に
も
広
域
市
町
村
箇
と
い
う
も
の
を
つ
く
ら
な
く
て
も
討

治
省
と
し
て
は
そ
う
い
う
ζ

と
が
で
き
る
な
ら
ば
交
付
税
を
増
額
し
て
く
れ
で
も
い
い
ん
で
は
な
い
か
0

と
う
い
う
ふ
う
な
素
朴
な
疑
闘
が

実
は
わ
〈
わ
け
で
す
。

そ
れ
と
、

と
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
左
計
画
を
策
定
を
し
て
い
く
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
今
、
安
房
郡
市

k
b
い
て
市
町
村
間
の
調
整
と
い
う

ん
で
す
か
‘
計
画
を
調
整
を
し
て
共
同
で
や
ら
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
と
い
う
差
し
迫
っ
た
も
の
は
一
体
何
か
。

さ
っ
き
説
明
で
は
市
町
村
道
路

の
整
備
と
い
う
ζ

と
は
各
市
町
村
が
や
る
ん
だ
。

そ
の
計
画
を
持
ち
寄
っ
て
調
整
す
る
の
だ
と
い
う
か
ら
、

と
れ
は
特
に
市
町
村
回
聞
の
中
で

計
画
を
す
る
と
い
う
と
と
が
先
で
は
な
し

K
、
そ
れ
ぞ
れ
の
守
町
村
で
計
画
を
す
る
と
い
う
と
と
が
先
で
、

そ
う
し
て
そ
れ
を
調
藍
を
す
る

~ 



4三二

の
が
仕
事
だ
。

と
う
い
う
こ
と
で
あ

b
ま
す
か
ら
、
道
路
の
芝
備
は
別
と
し
ま
し
て
、
市
町
村
聞
と
し
て
差
し
迫
っ
て
共
同
し
て
や
ら
な
汀

れ
ば
走
ら
ぬ
と
い
う
も
の
は
何
だ
。

と
う
い
う
ふ
う
左
と
と
に
つ
い
て
ど
う
い
う
こ
と
を
令
考
え
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
。

と
の
二

つ
に
つ
い
て
沿
聞
か
せ
を
い
た
だ
き
た
い
と
忠
い
ま
す
。

。
企
画
課
長

〈
伊
藤
幸
太
郎
君
)

最
初
の
向
題
で
ど
さ
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
問
題
で
ど
さ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
ど
も

と
い
た
し
ま
し
て
考
え
て
な

b
ま
す
と
と
は
、
い
ろ
い
ろ
趣
旨
説
明
等
は
な
さ
れ
て
必
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
安
約
い
た
し
ま
す
る
と
、

明弘
在

の
社
会
情
勢
と
い
う
も
の
が
非
常

K
か
わ
っ
て
参
り
ま
し
て
、
単
に
現
在
の
一
市
町
村
区
域
い
わ
ゆ
る
独
立
し
て

b
b
ま
す
と
ζ

ろ
の
一
市

町
村
区
域
の
行
政
だ
け
で
は
な
か
念
か
ま
か
な
い
き
れ
な
い
。

あ
る
い
は
非
常
に
多
様
化
し
て

b
b
ま
す
の
で
一
市
町
村
だ
け
で
は
い
ろ
い

ろ
の
面
で
、
た
と
え
ば
経
費
の
一
回
で
は
な
か
な
か
を

か
な
い
き
れ
な
い
と
い
う
と
と
が
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
や
は

b
近
隣
の
市
町
村

が
一
つ
の
腕
を
組
ん
で
、
そ
う
し
て
な
互
い
に
共
通
す
る
い
ろ
ん
な
住
民
福
祉
の
た
め
の
仕
事
を
や
っ
て
い
く
こ
と
が
今
の
社
会
情
勢
か
ら

見
て
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
ζ

と
か
ら
ζ

の
一巾
町
村
昭
の
問
題
は
出
発
し
て
い
る
よ
う
に
私
は
考
え
て
な

b
ま
す
。
い
る
い
ろ
趣
旨
、

目
的

K
示
さ
れ
た
事
柄
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

安
約
い
、
4

ぺ
し
ま
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
と
と
に
私
ど
も
考
え
て
よ
ろ
し
い
ん
で
は
左
か

ろ
う
か
。

か
よ
う

K
私
考
え
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す

そ
れ
と
も
う
一
つ
は
、
今
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
氏
各
市
防
村
た
け
で
も
っ
て
授
か
な
か
ま
か
な
い
き
れ
な
い
よ
う
な
各
市
町
村
耐
に
共

通
ず
る
大
き
な
仕
事
を
一
つ
ま
と
ま
っ
た
中
で
、
各
巾
市
町
村
引
分
担
し
合
コ
て
処
理
し
て
い
く
ζ

と
が
市
町
村
財
政
の
面
か
ら
い
き
ま
し
て

も
効
果
的
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
仕
事
が
の
る
わ
刊
だ
と
思
い
ま
す
心
た
と
え
ば
、
現
在
非
常
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

b
b
ま

す
と
と
る
の
環
境
衛
生
上
の
問
題
、
あ
る
い
は
ま
た
一個
祉
関
係
の
問
題
、
あ
る
い
は
消
防
の
問
題
い
ろ
い
ろ
直
接
、
間
接
に
住
民
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
と
と
ろ
の
仕
事
を
取

b
上
げ
ま
し
て
祈
究
い
売
し
‘ま
し
て
、
そ
の
一
部
事
務
組
合
の
大
き
左
範
囲
の
中
で
取

b
上
げ
て
hv
互

い

κ負
担
し
合
い
な
が
ら
住
民
共
通
の
謀
題
を
解
決
し
て
い
と
う
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
を
問
題
が
幾
っ
か
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い

r、、

一一、、J



(
一
四
〉

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
い
た
し
会
し
て
、
国

k

b
き
ま
し
で
も
そ
の
よ
う
左
制
度
を
、
方
針
千
各

市
町
村

K
す
す
め
て
参
る
わ
け
り

で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
財
政
的
に
も
応
分
の
援
助
を
し
よ
う
。

そ
し
て
ひ
い
て
は
各
地
域
の
住
民
の
〕
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
役

立
て
た
い
と
い
う
と
と
が
と
の
市
町
村
圏
の
大
き
な
目
的
で
は
な
か
ろ
う
か
と
私
は
考
え
る
わ
打
で
ご
ざ
い
ま
す
。

-b
答
え

K
な

b
ま
し
た

か
ど
う
か
わ
か
h
y
t
d

ぜ
ん
で
す
が
、
以
上
考
え
て
な
h
y

ま
す
一
端
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

。
九
番:

(
島
野
茂
樹
郎
君
)

ど
う
も
自
治
省
の
不
当
の
腹
と
い
う
ん
玄
3

か、

そ
う
い
う
よ
う
な
も
小
が
も
ち
ろ
ん
表
面
上
は
そ
う
い

っ
た
と
と
代
あ
る
と
い
う
ゐ
は
わ
か
る
ん
で
す
が
、
何
か
裏
が
あ
る
よ
う
な
気
…
か
し
て
左
ら
な
い
ω

と
れ
は
と
と
で
私
が
そ
う
い
う
ふ
向
J
K

感
ず
る
と
い
う
だ
け
の
と
と
で
す
か
ら
、
必
そ
ら
く
こ
の
粁
裕
を
満
足
さ
し
て
く
だ
さ
る
返
答
を
待
ょ
う
と
い
う
と
と
は
無
理
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
が
、
た
だ
も
う
一
つ
必
聞
き
し
て
》
き
た
い

ω
は、

三
年
間
三
億
円
と
い
う
よ
う
な
必
詰
し
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

一
年
過
ぎ
た
あ
と

は
ど
う
な
る
の
か
。

と
の
辺
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
な
る
か
、

シ
開
き
し
て
な
き
た
い
と
思
い
ま
す
c

。

〈
伊
藤
孝
太
郎
君
)

ど
申
し
上
げ
を
し
た
と

b
b
市
町
村
道
の
道
路
整
備
と
い
う
ζ

と
が
中
核
で
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

企
画
課
長

住
十
六
年
度
か
ら
三
カ
年
の
笑
施
計
画
が
立
ア
ら
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
中
秋
は
先
ぽ

な
せ
か
と
い
う
と
、
行
政
を
進
め

て
い
き
、
そ
れ
か
ら
ま
た
各
住
民
の
利
便
を
は
か
る
意
味
か
ら
今
臼
の
一
番
の
課
題
は
道
路
整
備
で
は
左
か
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
念
観
点
か

ら
、
各
市
町
村
道
の
道
路
整
備
を
中
核
と
し
て
市
町
村
舗
と
し
て
は
考
え
て
参

b
た
い
と
い
う
と
と
が
趣
旨
で
ど
ざ
い
ま
す

F

の
で
、

応、

カ
年
計
画
で
と
れ
を
織

b
込
み
‘
ま
し
た
も
の
が
一
応
F
M
E
備
さ
れ
た
場
合
、
道
路
整
備
は
そ
れ
で
は
四
年
目
か
ら
ど
う
在
る

C
だ
と
い
う
な
語

四
年
以
降

K
つ
き
ま
し
て
は
、
従
前
の
道
路
整

備
上
の
国
が
援
助
す
る
た

τ
支
え
に
な
る
幻
け
で
と
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
E

特
に
三
年
間
の
問
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
相
当
額
を

し
で
ど
ざ
h
ま
す
が
、

ζ

れ
は
ニ
一
カ
年
同
を
持
出
の
整
備
矯
助
副
聞
と
し
て
設
け
ま
し
て
、

も
と
に
し
て
極
力
三
年
間
で
市
町
村
道
の
整
備
を
は
か
る
と
い
う
と
と
で
あ
ろ
う
か
と
私
考
え
ゐ
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
市
町
村
道

の
整
備
だ
け
が
一
部
事
務
組
合
の
白
的
で
は
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
。

や
は

b
共
同
で
処
理
す
べ
き
仕
事
が
あ
る
む
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ
が
設

めw



定
さ
れ
る
わ
け
で
あ

D
ま
す
の
で

、
将

来

K
つ
き
ま
し
で
も
市
町
村
道
の
整
箔
に
つ
き
ま
し
て
は

、

一
議
事
務
組
合
で
各
市
町
村
聞
の
通
絡
、

調
整
を
や
は

b
役
目
と
し
て
持
っ
て
進
め
て
い
こ
う
。
そ
れ
か
ら
共
同
処
理
す
る
事
業
を
幾
っ
か
設
定
さ
れ
た
場
合
に
は

、
ζ

れ
は
ず
っ
と

と
の
仕
事
を
一
一
部
事
務
組
合
で
実
施
す
る
む
け
で
ど
ざ
い
ま
す
っ
で

、
あ
る
意
味
で
は
説
永
久
的
念
事
務
組
合
と
い
う
よ
う
な

ζ
と
も
考
え

ら
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

さ
よ
う
な
ふ
う
に
私
考
え
て
た

b
ま
す
の
で
御
了
承
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
二

O
番

(
中
村
省
吾
君
)

一
九
番
議
員
の
質
問
に
若
干
関
連
い
た
し
を
す
け
れ
ど
も
、
と
の
市
町
村
圏
が
設
立
さ
れ
て
、
と
の
意
↓
凶

・

す
る
も
の
が
ど
う
と
か
、
い
ま
さ
ら
そ
う
い
う
と
と
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
問
題
は
今
日
本
の
税
制
の
欠
陥
と
円

P
も
の
が
確
か

K
あ
る
と
思

ぅ
。
そ
の
特
別
交
付
と
か
日
て
う
い
う
と
と
は
も
佼
わ
礼
て
許
可
ゐ
。

そ
う
い
う
問
題
が
笑
は
形
を
か
え
て
私
は
一
部
事
務
総
合
と
い
う
も
の
を

つ
く
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
き
た
と
思
う
ん
で
す
c

そ
の
と
と
自
体
、
今
、
ζ

の
市
町
村
園
を
設
立
し
て
一
部
組
合
を
つ
〈
る
左
ら
は
、

そ

と
K
特
別
安
付
が
く
る
ん
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
ま
た
二
千
万
の
事
業
補
助
も
左
さ
れ
る
と
い
う
と
と
で
あ

b
ま
す

ο
で
、
こ
れ
は
{
J

く
b
念

い
よ

b
つ
く
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
結
果

K
左
b
ま
す
。
た
だ

、
そ
と
で
考
え
な
け
れ
ば
念
ら
在
い
の
は
、
ζ

う
い
う
こ
と
を
是
認
し
て

い
く
と
、
現
在
の
私
ど
も
が
国
民
一
人
一
人
か
ら
税
金
を
い
た
だ
い
て
そ
れ
が
中
央
に
吸
い
上
げ
ら
れ
て
自
治
体
が
住
民

q福
祉
増
進
を
は

か
ら
念
け
れ
ば
在
ら
な
い
と
い
う
任
務
を
持
つ
て
な
る
。

そ
の
肝
心
の
任
務
が
中
央
か
ら
〈
る
わ
ず
か
な
金
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
い
と
い

う
の
が
現
状
で
ど
ざ
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
に
し
て
も
そ
の
と

F
Dで
ど
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
面
が
そ
う
念
ん
で
す

v

学
校
を
建
て
る

に
し
て
も
わ
ず
か
念
補
助
金
し
か
こ
な
い
。
道
路
を
つ
く
る
に
し
て
も
わ
ず
か
な
補
助
金
だ
か
ら
で
き
な
い
。
そ
れ
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
と
に
、
市
町
村
圏
み
と
い
う
も
の
令
つ
〈
わ
ば
特
別
に
特
別
交
付
税
を
増
強
し
ま
す
と
い
う
一
つ
の
え
さ
を
ぶ
ら
さ
げ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ぞ
れ
女
一
つ
つ
く
れ
ば
そ
¢
と
と
に
苅
し
て
も
ら
え
る
か
ら
と
い
う
と
許
で
唯
唯
諾
誌
と
し
て
と
の
制
度
を
私
た
ち
が
の
ん
で
し
ま
う
と
い

う
と
と
は
、
将
来
に
》
い
て
非
常
に
大
き
な
一
国
民
的
な
欠
陥
に
在
る
と
思

5
0
そ
の
こ
と
を
や
は

b
十
分
市
町
村
圏
の
設
立
に
あ
た
っ
て
心

得
て
む
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
お
け
で
す
。

，--.， 

五、__.



〈
一
六
)

従
来
の
よ
う

K
市
町
村
、
自
治
体
が
単
独
で
あ
る
い
は
市
町
村
道
に
し
て
も
、
学
校
設
備
に
し
て
も
、

環
境
衛
生

K
し
て
も
、
そ
う
い
う

事
業
を
行
な
う
場
合

K
は
十
分
な
る
交
付
税
が
単
独
に
く
る
ζ

と
と
そ
望
ま
し
い
。

そ
う
い
う
本
来
の
姿
と
い
う
も
の
を
見
間
違
わ
な
い
よ

う
に
と
の
運
営
を
十
二
分

K
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
が
な
い
眼
h
J
k
b
い
て
は
自
治
省
の
え
さ
に
つ
ら
れ
た
と
い
う
ζ

と
に
終
つ

て
し
ま
う
と
思
う
。

そ
れ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
と
と
を
持
k

b
願
い
い
た
し
を
し
て
終
h
y

ま
す
。

。
二
五
番

(
田
村
源
治
郎
君
)

広
域
行
政
の
規
約

K
は
賛
成
す
る
け
ど
、
市
原
市
み
た
い

K
合
同
し
て
市
脅
つ
く
っ
て
会
る
心
安
房
郡

市
に
は
一
一
A

化
し
た
市
が
つ
く
れ
な
い
か
ら
一
一
働
組
合
を
つ
く
っ
て
な
る
の
だ
。

と
れ
ら

K
対
し
て
ど
っ
ち
が
補
助
、
交
付
が
く
る
の
か
。

安
房
郡
市
が
均
衡
あ
る
発
展
を
し
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ζ

と
で
、
将
来
市
原
市
み
た
い

K
安
房
一
部
市
一
本
化
の
目
標
を
間
近
に
ひ
か

え
て
や
っ
て
シ
る
の
か
。

そ
う
走
る
と
、
長
狭
町
は
長
狭
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
な
る
。
市
に
な
る
と
交
付
税
、
い
ろ
い
ろ
の
部
面
で
追
っ

て
く
る
ん
で
は
在
い
か
。
安
房
一
都
市
に
ニ
市
も
三
市
も
に
な
心
と
館
山
市
が
地
域
を
ま
ん
中
k
b
h
て
将
来
分
担
令
の
奪
い
合
い
と
い
う
と

と
も
将
来
的
て
く
ぶ
ん
で
は
乏
い
か
。

め
-
十
五
年
庄
は
い
い
け
れ
ど
も
、

そ
れ
ら
の
将
来
性
の
見
込
み
、

と
の
広
域
行
政
の
事
弱
組
合
に
対

す
る
見
通
し
に
つ
い
て
館
山
市
と
し
て
い
か
が
で
め
る
か
。
を
の
二
点
を
台
伺
い
し
た
い
υ

。
企
画
課
長

(
伊
藤
幸
太
郎
君
)

た
だ
い
ま
心
御
質
問
は
現
に
長
狭
町
の
周
辺
で
市
の
問
題
等
が
起
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
も

う
念
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
よ
う
在
意
味
の
御
質
向
で

f

の
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

と
の
一
部
事
務
組
合
。
内
容
が
一
体
と
う
か
わ
っ
て
い
〈
の
か
。
あ
る
い
は
館
山
市
と
し
て
ど
の
よ

と
の
市
町
村
簡
は
あ
く
ま
で
も
[
女
房
副
市
内

し
そ
の
よ
う
走
市
が
誕
生
し
た
場
合
、

の
市
町
村
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
む
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
仮

b
k
長
狭
市
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
誕
生
し
た
場
合
、

や
は

D
と
れ
は
一
的
事

務
組
合
の
一
組
合
員
、

メ
ン
バ
ー

κな
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
市
町
村
数
そ
の
も
の
が
も
ち
ろ
ん
減
る
わ
け
で
ど
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
人
口
、
そ
の
他
の
函
に
む
き
ま
し
て
は
、

や
は
り
同
じ
人
口
割
と
い
う
よ
う
な
と
と
は
決
し
て
減
ら
な
い
と
い
う
ζ

と

は
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

き
よ
う
な
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
の
で
、
館
山
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
目
下
の
と
と
ろ
ζ

の
一
品
事
務
組
合



の
中
心
市
で
ど
ざ
い
ま
す

で
あ
b
ま
す
の
で
、
規
約
に
も
ど
ざ
い
ま
す
と

b

b
事
務
所
も
中
心
市
の
館
山
市
役
所

K
置
く
。

め
る
意
味
の

指
導
的
立
場
で
館
山
市
が
と
の
市
町
村
屈
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
念
ら
念
い
と
い
う
と
と
で
考
え
て

b
b
J
Z
ナ
の
で
、
御
質
問

k
b

答
え
で
き
た
か
と
う
か
、
以
上
で
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
原
の
よ
う

k
t自
の
郡
市
が
一
本
に
在
っ
て
一
つ
の
合
併
と
h
う
よ
う
念
問
題
は
考
え
ら
れ
な
い
か
と
う
か
。

そ
う
い
う
ふ
う

K
進
ん

で
い
〈
の
か
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
が

ζ

の
南
町
村
鼠
じ
る
く
ま
で
も
合
併
を
前
提
と
し
て
訟
る
わ
付
で
は
ど
さ
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
住
民
の
み
念
さ
ん
が
や
は

b
一
部
事
務
組
合
。
構
成
市
町
村
を
う
っ
て
一
丸
と
し
た
合
併
を
望
ん
で
、
そ
う
し
て
そ
れ
が
各
機
関

K
沿
い

て
認
め
ら
れ
た
場
合

k
b
い
て
は
、
仮

-
D
K
安
一
房
市
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
市
が
誕
生
す
る
や
も
わ
か

b
ま
ぜ
ん
。
し
か
し
目
下
の
と
と
る

は
安
房
郡
市
の
一
部
事
務
組
合

K
っ
き
・
ま
し
て
は
、
合
併
と
い
う
も
の
を
前
提
と
し
な
い
い
わ
ゆ
る
広
域
闘
行
政
と
い
う
と
と
で
打
ち
出
さ

れ
て
必
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
二
五
番

(
田
村
源
治
郎
君
)

安
一
房
都
市
の
広
域
行
政
交
付
金
の
総
額
が
市
原
市
で
は
一
本
化
し
て
い
る
か
ら
相
当
の
も
の
が
き
て
い

る
だ
ろ
う
。
安
房
郡
市

k

b
け
る
広
域
市
町
刊
に
つ
い
て
三
億
く
る
ん
だ
。
向
と
う
は
事
務
組
合
は
な
い
ん
だ
。
交
付
金
の
金
額
の
差
績
が

四
十
五
年
度
で
ど
れ
だ
け
の
差
額
が
あ
る
の
だ
。

一
沃
化
し
た
市
井
二
本
化
し
な
い
で
と
う
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
必
る
市
の
問

K
交
付
金

の
差
額
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
市
原
市
は
相
当
も
ら
っ
て
な
る
と
思
う
け
れ
ど
も
、
市
原
市
は
三
億
ぐ
ら
い
で
は
左
い
と
思
う
け
れ
ど

も
。
わ
か
ら
在
け
れ
ば
い
い
け
れ
ど
も
、
簡
単

K
。

。
助
役

(
白
白
山

伝
君

市
原
市
に
つ
き
ま
し
て
は
、
御
案
内
の
よ
う

K
大
き
左
工
場
が
あ

b
ま
す

そ
の
ほ
う
の
国
定
資
一
産
税
が
多

額
に
入

b
、
ま
ず
か
ら
不
安
付
団
体
に
念
っ
て
沿

b
ま
す
。

っ
き
古
仇
し
て
、
と
れ
は
や
は

b
財
政
需
要
額
を
広
域
市
町
村
閣
の
中
で
弱
め
る
ね

け
で
ど
ざ
い
き
す
か
ら
、

そ
の
差
額
分
と
し
て
う
わ
の
ぜ
し
て

〈
る
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
向
ζ

う
と
と
れ
と
の

比
較
は
い
た
し
か
ね
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

(
一
七
)



。
議
長

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

採(
西
村
真
次
君
)

(
一
八
)

他

K
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
心

御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

決
な
は
か
b
d
h
た
し
ま
す
。

本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
ア
却
に
御
異
議
あ

b
ま
ぜ
ん
か
。

t勺

議
長

(
「
単
州
議
定
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

制
問
呉
議
乏
し
と
認
め
ま
す
。

必
対
か

b
い
た
し
ま
す
ο

(
西
村
真
次
君
)

本
案
を
原
案
の
通
h
y
可
決
す
る
に
御
異
議
あ

b
主
ぜ
ん
か
。

。

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

議
長

御
異
議
た
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
本
案
は
原
案
の
通
be
可
決
さ
れ
ま
し
た
、

(
西
村
宜
一
次
君
〉

議

案

。
議
長
(
西
村
真
次
君
)

て
を
議
題
と
い
た
し
さ
す
。

(
書
記
朗
読
)

の

上

程日
程
第
四
、
議
集
第
六
十
二
号
館
山
市
立
小
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

J

る
条
例
。
制
定
に
つ
い

議
案
第
六
十
二
号
館
山
市
立
小
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て



。

議

案

の

内

谷

説

明

教
育
委
員
会
庶
務
課
長

(
汐
崎
政
光
志
)

議
案
第
六
十
二
口
一
つ
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
件
付
、
館
山
市
立
小
学
佼
設
置
粂
耐
並
び
に
館
山
市
立
幼
稚
園
設
置
条
例
中
、
北
条
小
学
校
及
び
北
条
幼
稚
鼠
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の

位
置
を
新
校
舎
の
移
転

K
伴
い
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
九
月
一
日
か
ら
新
地
番
に
変
更
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
む
顧

。
い
い
え
し
ま
す
。

議
長

〈
西
村
兵
次
治
)

。。。

採

議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

御
異
議
た
し
と
認
め
ま
す
。

議
長

(
西
村
真
次
君
)

hu
は
か

b
い
た
し
ま
す
。

御
一
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

-

1

1
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

決

hu
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
あ

b
ま
ぜ
ん
か
。

本
案
を
一
成
築
の
通
-D
可
決
す
る

K
仰
異
議
あ

b
ま
ぜ
ん
か
。

議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
呉
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h

j

)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
ヲ
て
本
案
佐
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た

(
一
九
)



閉

会

。
議

長

〈
西
村
真
次
君
)

以
上

K
よ

D
本
臨
時
会

K
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
全
部
を
議
了
い
た
し
ま
し
た
。

田
市
議
会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
一
時
四
十
五
分

閉
会

。
本
日
の
会
議

K
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
目
貝
の
指
名

一
、
会
期
必
決
定

一
、
議
案
第
大
十
一
号
、

議
案
第
六
十
二
号

地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
訴
の
規
定
に
よ

b
署
名
す
る
。

館

山

市

議

会

議

長

// 

ん一説
員

// 

議

員

t~i.ノ
L
M
I
 多，

〈ニ
O
)

よ
フ
て
と
れ
に
て
一
掃
凶

ケ~0
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